
概

人数の制限を設けたた

施

□ 計画どおり   

策

令和　３年度 め回数・

名

人が減少した。
■ 遅

生

延         

涯

の評価
□ 進展なし 

学

    

■ 維持　□

習

 拡大 新型コロナウイ

・

ルス感染の対策を実施

青

しながら、講座の周知

少

促進や参加人数の増加

年

を図る。
事業区分 □ 

基

自治事務   □ 法

本

定受託   □ その

目

他
今後の方向性 □ 縮

標

小　□ 改善
（改善措

未

置等）□ 休止　□ 

来

終了
計画対象 □ 実施

に

計画査定対象  □ 

つ

行政改革対象 
□ 廃

な

止　　　　 

※決算額

ぐ

については、端数処理

人

により、他資料の決算

材

額と差異が生じている

を

場合もあります。

育むまち

要 施策の目的 誰

No. 事務事業名

も

活動内容 コスト（事業

が

費：千円）

生涯学習推

生

進事業 令和　２年度 令

涯

和　３年度 令和　３年

を

度 令和　４年度 令和　

通

２年度 令和　３年度 令

じ

和　３年度 令和　４年

て

度
活動指標名 単位

実績

、

計画 実績 計画 決算 当初

い

予算 決算 当初予算
全体

つ

事業概要
①

生涯学習ま

で

つり参加人数 人 3,9

も

00 中止 3,900
・

、

市民の生涯学習活動を

ど

顕彰するため、生涯学

こ

習功労
者表彰を行う。

で

0 100 72 79
・市

も

民生涯学習センターを

自

活動の場とする市民関

由

係団
②

生涯学習功労者

に

表彰者数 人 5 5 5
体の

学

学習成果発表と団体相

び

互の交流を図るため、

、

生涯
学習まつりを実施

そ

する。 令和　５年度の

の

優先度

③2 　□ Ａ　

成

　　 □ Ｂ　　　 

果

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

を

　

新型コロナウイルス

生

感染拡大のため生涯学

か

習まつりは中止となっ

す

たが、代替事業として

こ

団体紹介動画の作成や

と

小
■ 計画どおり  

が

 
令和　３年度 規模の

で

展示会を実施した。
□

き

 遅延       

る

  
の評価

□ 進展な

環

し     

■ 維持

境

　□ 拡大 新型コロナ

と

ウイルス感染拡大のた

、

め中止が続いてるが、

青

代替事業も検討しなが

少

ら開催に向けて計画す

年

る。
事業区分 □ 自治

が

事務   □ 法定受

健

託   □ その他
今

や

後の方向性 □ 縮小　

か

□ 改善
（改善措置等

に

）□ 休止　□ 終了

育

計画対象 □ 実施計画

つ

査定対象  □ 行政

環

改革対象 
□ 廃止　

境

　　　 

を整えること。

施策の方向 多様な学習機会の提供

生涯学習事業、家庭教育事業、成人教育事業、公民館事業、箱根の里事業ともに、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け一部事業を縮小・中止したが、感染対策を
□ 計画どおり   

令和　３年度 行いながら可能な限り講座・イベントを積極的に実施することができた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も社会情勢を鑑みながら、新型コロナウイルス感染防止対策を確実に行い、参加人数を制限したうえで、多数の年代の方に向け魅力的な講座・イベントを実施して

今後の方向性 □ 拡大　　　　 いく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、三島市教育委員会のフェイスブックの利用や、広報みしま。ホームページ、チラシ、ポスター掲示のほ

1

かにSNSを利用した

頁

周知を実施する。
□ 

令

改善　　　　 

和 3年度　　事務事業

No. 事務事業名 活

評

動内容 コスト（事業費

価

：千円）

生涯学習事業

表

令和　２年度 令和　３

（

年度 令和　３年度 令和

個

　４年度 令和　２年度

票

令和　３年度 令和　３

）

年度 令和　４年度
活動

課

指標名 単位
実績 計画 実

名

績 計画 決算 当初予算 決

教

算 当初予算
全体事業概

育

要
①

マナビー学習（出

推

前講座 回 6 2 6
地域に

進

おける生涯学習活動を

部

推進するため、生涯学

生

習 ）回数
推進員（マナ

涯

ビスト）活用事業の一

学

環である「マナビ 0 5

習

5 39 63
―学習」や

課

、「夏休み子どもイベ

作

ント」「ハロー教授
②

成

夏休み子どもイベント

日

人 20 12 0
バンク」

令

「視聴覚貸出事業」を

和

実施する。

令和　５年

　

度の優先度

③
ハロー教

４

授バンク　活用 回 5 5

年

5
1 件数 　□ Ａ　　

　

　 □ Ｂ　　　 □

８

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

月

新型コロナウイルス感

　

染拡大の影響を受け、

５

外部からの講座申請の

日

減少や、主催講座参加



概

 遅延       

施

  
の評価

□ 進展な

策

し     

■ 維持

名

　□ 拡大 募集対象を

生

３０歳以上から成人に

涯

拡大する等、受講生が

学

増えるよう検討してい

習

く。
事業区分 □ 自治

・

事務   □ 法定受

青

託   □ その他
今

少

後の方向性 □ 縮小　

年

□ 改善
（改善措置等

基

）□ 休止　□ 終了

本

計画対象 □ 実施計画

目

査定対象  □ 行政

標

改革対象 
□ 廃止　

未

　　　 

※決算額につ

来

いては、端数処理によ

に

り、他資料の決算額と

つ

差異が生じている場合

な

もあります。

ぐ人材を育むまち

要 施策

No. 事務事業名 活動

の

内容 コスト（事業費：

目

千円）

家庭教育事業 令

的

和　２年度 令和　３年

誰

度 令和　３年度 令和　

も

４年度 令和　２年度 令

が

和　３年度 令和　３年

生

度 令和　４年度
活動指

涯

標名 単位
実績 計画 実績

を

計画 決算 当初予算 決算

通

当初予算
全体事業概要

じ

①
主催講座　回数 回 9

て

8 10
家庭教育機能向

、

上を図るため、未就学

い

児、義務教育期
の児童

つ

・生徒を持つ保護者を

で

対象に、「幼児期から

も

の 0 475 216 47

、

8
家庭教育セミナー」

ど

「小中学校家庭教育学

こ

級」「幼稚
②

主催講座

で

　参加人数 人 150 6

も

7 160
園家庭教育学

自

級」「スマイル子育て

由

講座」を実施する
。 令

に

和　５年度の優先度

③

学

4 　□ Ａ　　　 □

び

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

、

　　 □ Ｄ　

新型コ

そ

ロナウイルス感染拡大

の

対策を行いながら、講

成

座は概ね計画通り実施

果

することが出来た。し

を

かし、施設の人
■ 計

生

画どおり   
令和　

か

３年度 数制限の関係で

す

参加人数は減少してい

こ

る。
□ 遅延    

と

     
の評価

□ 

が

進展なし     

■

で

 維持　□ 拡大 新型

き

コロナウイルス感染の

る

対策を実施、施設の制

環

限状況を鑑みながら、

境

講座回数・参加人数の

と

増加を図る。
事業区分

、

□ 自治事務   □

青

 法定受託   □ 

少

その他
今後の方向性 □

年

 縮小　□ 改善
（改

が

善措置等）□ 休止　

健

□ 終了
計画対象 □ 

や

実施計画査定対象  

か

□ 行政改革対象 
□

に

 廃止　　　　 

育つ環境を整えること。

施策の方向 多様な学習機会の提供

生涯学習事業、家庭教育事業、成人教育事業、公民館事業、箱根の里事業ともに、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け一部事業を縮小・中止したが、感染対策を
□ 計画どおり   

令和　３年度 行いながら可能な限り講座・イベントを積極的に実施することができた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も社会情勢を鑑みながら、新型コロナウイルス感染防止対策を確実に行い、参加人数を制限したうえで、多数の年代の方に向け魅力的な講座・イベントを実施して

今後の方向性 □ 拡大　　　　 いく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、三島市教育委員会のフェイスブックの利用や、広報みしま。ホームページ、チラシ、ポスター掲示のほ

2

かにSNSを利用した

頁

周知を実施する。
□ 

令

改善　　　　 

和 3年度　　事務事業

No. 事務事業名 活

評

動内容 コスト（事業費

価

：千円）

成人教育事業

表

令和　２年度 令和　３

（

年度 令和　３年度 令和

個

　４年度 令和　２年度

票

令和　３年度 令和　３

）

年度 令和　４年度
活動

課

指標名 単位
実績 計画 実

名

績 計画 決算 当初予算 決

教

算 当初予算
全体事業概

育

要
①

みしま教養セミナ

推

ー講座 回 3 3 3
市民が

進

楽しく生きがいを持っ

部

て地域社会の活動に参

生

加 回数
できるよう、「

涯

みしま教養セミナー日

学

本大学関連コー 0 78

習

78 82
ス」「みしま

課

教養セミナー順天堂大

作

学関連コース」を
②

み

成

しま教養セミナー参加

日

人 180 49 180
開

令

催する。 人数

令和　５

和

年度の優先度

③3 　□

　

 Ａ　　　 □ Ｂ　

４

　　 □ Ｃ　　　 

年

□ Ｄ　

受講生募集時

　

期がまん延防止等重点

８

措置適用期間と重なっ

月

てしまい、計画どおり

　

に受講生が集まらなか

５

った。
□ 計画どおり

日

   
令和　３年度

■



概

アンケート調査を行い

施

、リカレント教育対象

策

□ 計画どおり   

名

令和　３年度 講座等の

生

情報の掘り起こしを行

涯

い、当市における可能

学

性を模索した。また、

習

商工会議所、ハローワ

・

ーク三島放送
□ 遅延

青

         
の

少

評価 大学よりヒアリン

年

グを行った。
■ 進展

基

なし     

□ 維

本

持　■ 拡大 資格取得

目

を目指す人に生涯学習

標

センターの夜間施設提

未

供や、外部機関の関係

来

者を委員として招き、

に

当市における
事業区分

つ

□ 自治事務   □

な

 法定受託   □ 

ぐ

その他
今後の方向性 □

人

 縮小　□ 改善 リカ

材

レント教育の方向性等

を

を審議する連絡調整会

育

議（仮称）の開催等を

む

目指す。
（改善措置等

ま

）□ 休止　□ 終了

ち

計画対象 □ 実施計画

要

査定対象  □ 行政

施

改革対象 
□ 廃止　

策

　　　 

※決算額につ

の

いては、端数処理によ

目

り、他資料の決算額と

的

差異が生じている場合

誰

もあります。

もが生涯を通じて、いつ

No. 事務事業名 活動

で

内容 コスト（事業費：

も

千円）

公民館事業 令和

、

　２年度 令和　３年度

ど

令和　３年度 令和　４

こ

年度 令和　２年度 令和

で

　３年度 令和　３年度

も

令和　４年度
活動指標

自

名 単位
実績 計画 実績 計

由

画 決算 当初予算 決算 当

に

初予算
全体事業概要

①

学

公民館自主事業参加者

び

人 2,000 525 6

、

00
誰もが生涯を通じ

そ

て、いつでも、どこで

の

も自由に学び
、その成

成

果を生かすことができ

果

る機会を提供し環境を

を

0 2,380 1,92

生

4 3,083
整える。

か

②
公民館自主事業参加

す

者満 ％ 90 87.5 9

こ

0
グループ、サークル

と

等の組織づくりを支援

が

する。 足度

令和　５年

で

度の優先度

③6 　□ 

き

Ａ　　　 □ Ｂ　　

る

　 □ Ｃ　　　 □

環

 Ｄ　

各公民館、地域

境

独自の講座やニーズに

と

合わせた事業を計画し

、

ていたが、新型コロナ

青

ウイルス感染症拡大防

少

止のた
□ 計画どおり

年

   
令和　３年度 め

が

中止となり、参加者も

健

満足度も計画を下回っ

や

た。
■ 遅延    

か

     
の評価  

□

に

 進展なし     

育

□ 維持　■ 拡大 コ

つ

ロナ禍でも感染防止対

環

策を講じ、工夫した事

境

業を実施していく。
事

を

業区分 □ 自治事務 

整

  □ 法定受託  

え

 □ その他
今後の方

る

向性 □ 縮小　□ 改

こ

善
（改善措置等）□ 

と

休止　□ 終了
計画対

。

象 □ 実施計画査定対

施

象  □ 行政改革対

策

象 
□ 廃止　　　　

の

 

方向 多様な学習機会の提供

生涯学習事業、家庭教育事業、成人教育事業、公民館事業、箱根の里事業ともに、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け一部事業を縮小・中止したが、感染対策を
□ 計画どおり   

令和　３年度 行いながら可能な限り講座・イベントを積極的に実施することができた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も社会情勢を鑑みながら、新型コロナウイルス感染防止対策を確実に行い、参加人数を制限したうえで、多数の年代の方に向け魅力的な講座・イベントを実施して

今後の方向性 □ 拡大　　　　 いく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、三島市教育委員会のフェイスブックの利用や、広報みしま。ホームページ、チラシ、ポスター掲示のほ

3

かにSNSを利用した

頁

周知を実施する。
□ 

令

改善　　　　 

和 3年度　　事務事業

No. 事務事業名 活

評

動内容 コスト（事業費

価

：千円）

リカレント教

表

育推進事業 令和　２年

（

度 令和　３年度 令和　

個

３年度 令和　４年度 令

票

和　２年度 令和　３年

）

度 令和　３年度 令和　

課

４年度
活動指標名 単位

名

実績 計画 実績 計画 決算

教

当初予算 決算 当初予算

育

全体事業概要
①

リカレ

推

ント教育に係る社 回 6

進

2 3
リカレント教育の

部

必要性が高まる中で、

生

よりよいサー 会資源の

涯

体系化のための
ビスを

学

提供できる体制を整備

習

するもの。令和3年度

課

は 訪問調査 0 800 6

作

71 749
情報収集・

成

市内関係機関の掘り起

日

こし等を通じ、リカ
②

令

（仮）リカレント教育

和

連 回 1
レント教育に係

　

る社会資源のネットワ

４

ーク化を図る。 絡調整

年

会議

令和　５年度の優

　

先度

③5 　□ Ａ　　

８

　 □ Ｂ　　　 □

月

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

　

業務委託において、市

５

内および近隣自治体に

日

所在する教育機関等に



概

の評価
□ 進展なし 

施

    

□ 維持　□

策

 拡大 社会情勢を注視

名

し、新型コロナウイル

生

ス感染症まん延以前の

涯

実施状況に戻していき

学

つつ、参加者に野外活

習

動等を
事業区分 □ 自

・

治事務   □ 法定

青

受託   □ その他

少

今後の方向性 □ 縮小

年

　■ 改善 提供できる

基

新たな事業を引き続き

本

検討していく。
（改善

目

措置等）□ 休止　□

標

 終了
計画対象 □ 実

未

施計画査定対象  □

来

 行政改革対象 
□ 

に

廃止　　　　 

※決算

つ

額については、端数処

な

理により、他資料の決

ぐ

算額と差異が生じてい

人

る場合もあります。

材を育むまち

要 施策の目的 誰もが生涯を通じて、いつでも、どこでも自由に学び、その成果を生かすことができる環境と、青少年が健やかに育つ環境を整えること。

施策の方向 多様な学習機会の提供

生涯学習事業、家庭教育事業、成人教育事業、公民館事業、箱根の里事業ともに、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け一部事業を縮小・中止したが、感染対策を
□ 計画どおり   

令和　３年度 行いながら可能な限り講座・イベントを積極的に実施することができた。
■ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も社会情勢を鑑みながら、新型コロナウイルス感染防止対策を確実に行い、参加人数を制限したうえで、多数の年代の方に向け魅力的な講座・イベントを実施して

今後の方向性 □ 拡大　　　　 いく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、三島市教育委員会のフェイスブックの利用や、広報みしま。ホームページ、チラシ、ポスター掲示のほ

4

かにSNSを利用した

頁

周知を実施する。
□ 

令

改善　　　　 

和 3年度　　事務事業

No. 事務事業名 活

評

動内容 コスト（事業費

価

：千円）

箱根の里事業

表

令和　２年度 令和　３

（

年度 令和　３年度 令和

個

　４年度 令和　２年度

票

令和　３年度 令和　３

）

年度 令和　４年度
活動

課

指標名 単位
実績 計画 実

名

績 計画 決算 当初予算 決

教

算 当初予算
全体事業概

育

要
①

主催事業の実施件

推

数 件 11 6 11
箱根西

進

麓の豊かな自然の中で

部

、多くの市民に多面的

生

な
野外活動等の体験の

涯

機会を提供する。 0 5

学

6 30 491
　

②
主催

習

事業参加人数 人 414

課

287 414

令和　５

作

年度の優先度

③7 　□

成

 Ａ　　　 □ Ｂ　

日

　　 □ Ｃ　　　 

令

□ Ｄ　

新型コロナウ

和

イルス感染症の影響に

　

より、予定していた主

４

催事業の約半数しか実

年

施することができなか

　

ったが、
□ 計画どお

８

り   
令和　３年度

月

感染症予防を十分にと

　

ったうえで開催できる

５

ものは開催した
■ 遅

日

延         


